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2003年入社　経済学部

海外事業総括部 事業推進室

山田 洋士

社会的インパクトの大きな仕事をしてみ
たいと鉄鋼業界に興味を抱く。子どもの
ころに製鉄所の工場見学に行ってその
規模に圧倒されたこと、面接時の社員の
印象がフランクで話しやすかったことな
どが決め手となり入社。

Interview 海外事業総括

海外における鉄鋼事業の企画や投融資・提携の検討な
どを行っています。サプライチェーン構築のため、鉄鋼製
品を製造販売する会社の立上げから、その後の運営管理
のフォローなどを担当しています。既存の会社に投資す
る案件もあれば、当社資本100％で設立する案件、現地
の有力なパートナーなどと合弁会社をつくる案件もあり
ます。プロジェクトによっては、建設工事が始まるまでの
検討期間だけで数年かかるものもあります。
プロジェクトは営業、技術、法務、財務担当者なども含め、
10名程度のチームで進めていきます。各事業部門の海外

進出のサポートから、ときには海外事業総括部が交渉の
前面に立ち、社内外で調整をかけながら進めていきます。
コーディネーターとしての役割も大きいですね。
事業規模にもよりますが、おおよそ1～2年の建設期間を
経て新会社の運営がスタートし、当初の見込み通りの収益
性が保たれているかなどもチェックしていきます。
また、新しく立上げた会社のみならず既存の海外事業会
社の収益力向上などにも努めています。

Q

A

海外事業総括部の役割と、
現地会社設立までの流れを教えてください。

一つひとつのプロジェクトが大規模で
あり、そこに自分の意見が採用され
て、その後、現地の会社運営に反映さ
れていく醍醐味はありますね。また、さ
まざまな交渉・調整をしながら、ひと
つの形にしていく過程そのものにもや
りがいを感じます。特に合弁会社など
を設立する場合は、互いの利益を尊重
しつつ最大の効果が得られる着地点
を探りながら、少しずつ歩み寄ってい
くにはどうすればいいのか。また、社内
に対しても、どう説得していくのか。そ
こに自身の交渉力が試されます。

Q

A

当部署に異動となる前は、中国における当社と現地企業と
の合弁会社に出向し主に財務を担当していました。ここでは
合弁会社が実際どのように運営されるかについて経営に近い
ところで多くの経験をすることができました。異動後、主とし
て北米・インドの担当となりましたが、中国企業との合弁会社
の設立検討に携わる機会も。そのときは以前の経験から、
合弁会社ではどんな課題が発生しやすいかなどを検討に活
かすことができたと思っています。しかしながら国が変われ
ばやり方も異なり、対象国の制度・文化などにも精通して
いかなければなりません。さまざまな国の案件に関わって
経験を蓄えながら、ゆくゆくはJFEスチールの世界戦略を
描き実行していく人材になっていきたいと考えています。

A

この仕事のおもしろさは
なんですか？

Q 今後の目標を
教えてください。

相手との交渉は難しく、ときに膠着状
態に陥ることもあります。そんなとき
は、「これから設立する現地の会社に
とって何が最大の利益であるか」を考
え、交渉相手にも伝えます。そして、相
手の意見も尊重する姿勢を見せること
で、少しずつ形にしていきます。こうし
た仕事は当社の利益だけではなく、現
地の雇用や経済にも貢献するもので
あり、社会に大きなインパクトを与える
ものだという実感もありますね。

Q

A

仕事をするうえで、
大切にしていることは？

事務系社員が働く場としての JFEスチール      Pa r t. 2

海外事業の企画・推進、
新会社の設立と運営管理。
新たな海外生産・物流体制を
構築する意義とやりがい。







鉄鋼ビジネスの主体となっているのは、売り手である
鉄鋼メーカーと買い手であるお客様です。鉄鋼メー
カーはその裾野の広さから世界中に潜在的なお客様
があり、そのすべてに直接営業活動をするのは難しい
のが実情。そこで、一部機能を商社にサポートしても
らっています。
商社がサポートする機能とは、①製造・出荷・納品の
進捗フォロー、②お客様の与信管理、③需要動向や新
規顧客の情報の提供の3点です。
メーカー営業は商社だけではなく、社内の製造・設備・
研究・生産管理などの各部門を巻き込み、旗振り役とし
てビジネスをつくっていきます。

JFEスチールでは「安全は全てに優先する」という基本理念の
もと、AI画像認識による製鉄所の安全行動サポート技術を、国
内業界で初めて開発・導入しました。
製鉄所内は場所による照明条件の違いや多種多様な装置の配
置、作業者の作業姿勢の多様さなど、人物検知そのものが困難
な環境でした。そこで、大量の人物画像を使ったディープラーニ
ングによって、実用レベルの人物検知を実現。また、立ち入り禁
止エリアが変化する特殊な工場内においても、AIが正しくエリ
アを認識する技術を確立しました。
これにより、従来人手のみで行われていた安全な職場づくりを
強力にサポートします。
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Column To Know
JFE STEEL 「もっと知りたい！」JFEスチールのこと

製鉄所見学で見た製鉄所のスケール感、ダイナ
ミックさに圧倒されたから。
また、第1志望の鉄鋼業界の中で特に社員の
人柄に惹かれ、自分もこのような人と一緒に
働きたいと思ったから。

社員との座談会を通して理解を深めること
ができ、社員の方も私のことを対等に見て
くれたので、今後何十年も働く場所として、
安心できると考えたから。

製鉄所に一目惚れし、「私が働く場所はここだ！」と
製鉄所見学に行った際に確信。「初任配属が製鉄所
である点」も魅力を感じていた。最終的には社員
の方の人柄で決めた。

産業全体を支えている鉄というものに携わることが
できたら、他の業界よりもより多くの人の役に立てる
と考えた。

若手から責任ある仕事ができることと、最初の配属
で製鉄所を経験できること、そして、いずれは海外
営業を目指せる環境があることに魅力を感じた。

社員とめぐる
“鉄が生まれる現場”

JFEスチールへの入社を決めたきっかけは
なんですか？

JFEスチールへの志望度が高まった
きっかけは何ですか？

鉄鋼メーカーの営業と商社の営業の
違いとは？

鉄鋼メーカーにおけるAIの
役割とは？

OB・OG社員の人柄

工場見学をして現場に魅力を感じたから

事業内容に魅力を感じたから

社風

若手のうちから大きな仕事ができそうだから

多くの社員に会えたから

働きやすそうだから

その他

53.7%

13.7%

12.8%

7.5%

4.0%

3.1%

1.3%

3.9%
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社員とめぐる“鉄が生まれる現場”      Pa r t. 3

入社後、全社員が配属されることになる製鉄所。その広大な敷地の中には、道路や鉄道も敷かれており、
ひとつの街と言っても過言ではない機能を有しています。

ものづくりの原点、製鉄所とは？

水処理施設
鉄1トンをつくるためには100トンも
の水が必要であり、そのための水処
理設備も配置。使用している水の
93.5％は再利用するなど、環境にやさ
しい製鉄所を目指しています。

発電所
設備の安定稼働・電力の安定供給
のため、発電所も配備。クリーンな都
市ガスを燃料としており、容量・効率
ともに原発一基分の能力を有してい
ます。

ガソリンスタンド
自動車での移動が多いため、ガソリン
スタンドも完備。ほかに、電気自動車
の充電設備も用意されています。

鉄道
溶銑（溶けた鉄）や各種鋼片を次工程
に運ぶため、全長80～90kmの鉄道
も敷かれています。溶銑を運ぶトピー
ドカーは、一度に300トンもの運搬
能力を持っています。

道路
広大な製鉄所内の移動は自動車が
基本。飛行機の滑走路より長くて幅の
ある道路もあり、常に荷物を積んだ
トラックや社内外の人が出入りする
乗用車が行き交っています。

バス
敷地内ではバスも運行しています。多
いときには1時間に3本程度の発着
があり、製鉄所内を移動する手段とし
て活用されています。

港
海外から船で運ばれてきた原料は、
製鉄所内にある港から原料ヤードへと
運ばれます。年間数千トンもの鉄鉱石・
石灰石がひとつの製鉄所に持ち込ま
れています。

ゴルフ場
製鉄所の中には、なんとゴルフ場まで
設置されています。本格的な18ホー
ルのコースで、一般の方にも利用いた
だいています。

見学センター
製鉄所には見学センターがあり、製鉄
の工程や環境情報を開示。地域に開
かれた製鉄所として都市との共存に
努めています。



焼結鉱に含まれる酸素を取り除き、鋼の元を取り出すの
が高炉です。炉頂から高炉の内部にコークスと鉄鉱石を
交互に投入し、下部から1,200℃の熱風を吹き込みます。
これにより焼結鉱が溶かされ還元され、不純物（スラグ）
が上に浮かび、重い鉄分は下にたまります。高炉の中には
1,000以上のセンサーを設置し、コンピュータによる
緻密な監視・制御を行っています。

製銑

転炉

溶けた銑鉄を注ぎ込み、炭素を取り除くために
酸素を吹き込んで、溶錬します。

製鋼

高炉から出銑した銑鉄は転炉で精錬を行い、
炭素を除去します。こうして不純物を取り除い
た粘りのある鉄を「鋼」といいます。溶けた鋼は
連続鋳造設備へと運ばれ、圧延しやすい鋼片
（スラブ・ブルーム・ビレット）に鋳造されます。

鉄は、「鉄鉱石」「石灰石」「石炭」からつくられま
す。ほとんどの鉄鉱石は、溶鉱炉に入れる前に
石灰石と混ぜ、焼き固めて焼結鉱にします。ま
た、還元剤となるコークスは、石炭を蒸し焼きに
してつくります。

溶鋼を連続的に固め、スラブ・ブルーム・ビーム
ブランクといった鋼片をつくります。

連続鋳造

原料炭

鉄鉱石

コークス炉

高炉 転炉 連続鋳造設備

焼結設備
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社員とめぐる“鉄が生まれる現場”      Pa r t. 3

製鉄所で原料から製品になるまでの流れを知っておくことは、事務系の業務に携わるうえでも、必ず役に立ちます。
ここでは、その概要について紹介します。

写真で見る製鉄所の仕事

製造プロセス

原料調達

原料処理



圧延は、鋼片を鋼板に加工していくプロセスです。その
厚さは1mm以下の薄鋼板から360mmの厚鋼板まで
さまざま。研究と改良を重ねた圧延技術は、圧延だけ
でなく鉄の結晶組織も自在に変化させ、商品の硬度・
靱性・加工性を決定します。

圧延

冷延鋼板に各種めっき処理を施し、サビに強く表面の
美しい表面処理鋼板がつくられます。表面処理は溶融
亜鉛めっき・電気亜鉛めっき・錫めっきラインなど、さま
ざまなものがあります。

製品は用途によってロール状、板状などの形に整えら
れ出荷されます。各種缶詰やステンレスのシンク、自動
車用鋼板、建築資材など、私たちの身近にあるさまざ
まなものに、こうした製品が使われています。

表面処理

出荷・納品

ブルーム

ビームブランク

スラブ 厚板ミル

熱延ミル

形鋼ミル

表面処理設備冷延ミル

鉄粉

シームレス鋼管
棒鋼・線材
形鋼

表面処理鋼板

ステンレス鋼板
電磁鋼板
冷延鋼板

熱延鋼板
スパイラル鋼管

ＵＯＥ鋼管

厚鋼板
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社員とめぐる“鉄が生まれる現場”      Pa r t. 3



1年目

5 年目

7年目

1年目

2年目
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「製鉄所勤務で得たもの」

これまでのキャリアと
これからの目標

先輩社員に聞く

JFEスチールでは、各部門で年に2回利益計画を策定しますが、
私は冷延製品に関する原価計算を担当していました。原材料
や現場作業に従事する社員数や作業時間、製造設備のメンテ
ナンスなど、コストに関する要素はすべて対象になります。
配属当初は、経理を製造現場に配置する必要性があるのかと
疑問に思っていましたが、製造現場を理解することで、数字が
実態のある製品につながっていることを実感できました。

現部署に異動してきてまだ1年ですから、決算業務に関する
知識の拡充が喫緊の課題ですね。なお、JFEスチール単体の
決算は日本基準ですが、JFEホールディングスの連結決算で
は国際基準に沿うことになっています。いずれは、連結決算
業務にも携わってみたいですね。同じ経理業務でも、事業内
容によって数値の成り立ちや背景は全く違います。中長期的
にはグループ会社や新興国の現地法人などに出向して、経理
担当としての幅を広げていきたいですね。

これまでのキャリアと
これからの目標

目下の目標は、専門性を高めることです。現行の人事賃金制
度について理解を深めることはもちろんですが、どうしてこの
制度ができたのか、といった制度構築の背景など、これまで
の歴史についても知見を蓄え、そのうえで、関係者とディス
カッションを重ねて制度をより良いものにしていきたいと考
えています。また、人事は社内向けの職務なので、いずれは海
外関連業務など、社外・海外とやりとりする職務も経験して
みたいと思っています。

同部署にて総括業務を経験

西日本製鉄所 企画部経理室

5年目からは倉敷地区全体の原価計算のとりまとめを担当。
新たな製造装置を導入した際に黒字化までの見通しを別途
計算するなど、関係者が求めるであろう資料を先回りしてつ
くるように心がけていました。

経理部 経理室
全社の固定資産総括担当に。建物や機械装置、ソフトウェア
など、JFEスチールが保有する膨大な固定資産を対象に、会
計・税務の両側面から適切に計上することがミッションです。
国際基準 IFRSを導入するタイミングで異動したため、従来
の日本基準で実作業にあたりつつ、国際基準対応も視野に
入れながらの決算対応に従事しています。

製造工程ごとに分かれている工場は全体で十数にのぼり、何千
人もの社員が勤務しています。このうち、私は3つの工場を担当。
実務では、担当工場の工場長や労務担当者と、各部署の人事
課題について相談し、課題に対して人事として何ができるかを
検討、対応してきました。また、採用活動の一環で高校に出向
いて会社や製鉄所での仕事内容について説明したり、社員向
けの教育を運営したりと、さまざまな職務を経験しました。
人事は人を相手にする仕事が大半なので、製造現場で各社員
がどのようにものづくりに関わっているのかについて理解を
深めることができたことは、大きな財産になりました。

労政人事部 労政室

西日本製鉄所 労働人事部 福山労働人事室

2年目の1月に、現部署に異動となりました。人事賃金制度や
福利厚生制度、労働関係制度など、全社共通の基盤を整える
ことが部署のミッションです。私自身は、主に人事賃金制度
を担当。各社員の仕事の成果をどのように賃金に反映してい
くべきか、日々検討し、各製鉄所の人事担当とも連携しなが
ら職務にあたっています。1万人強の社員に影響が及ぶ職務
なので、責任の重さを実感しますね。

経理部 経理室
2012年入社　経済学部

小田 祥平

労政人事部 労政室
2016年入社　経済学部

中平 凜

数字は単なる記号ではない。
その背景にある
ドラマに思いを馳せながら
職務に臨む。

会社の基盤を整えることで、
全社員にとっての
働きやすさを
追求していくという使命感。

社員とめぐる“鉄が生まれる現場”      Pa r t. 3
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「製鉄所勤務で得たもの」
先輩社員に聞く

研修中はオフィスでの現地調査レポートのほかに、午前中と退社後に英
会話スクールに通っていました。スクールでは韓国の学生と一緒に学びま
したが、彼らは英語習得に対する意識が高く、すごく刺激を受けました。
うまく話せなかったことはノートにメモを取り、帰宅後にどう表現するべ
きかを調べ、翌日に試してみるという繰り返しでした。そうすることで「昨
日できなかったことが今日はできた」という実感が生まれ、自信につな
がったと思います。現在の実務では、ブラジル、ロシア、マレーシアなど、
さまざまな国の人たちと関わります。拙いながらも何とか意思疎通でき
ているのは、韓国で学び、会話を繰り返した経験の賜物ですね。

米国のニューヨーク事務所に行き、現地商社との商談や情報交換
の場に同席させていただきました。驚いたのは会話の大半が雑談
で、ビジネスの話題はほんの少しだったこと。それでも、きちんと実
のある結論に至るのです。意思決定のスピードやスマートさなど、
米国ならではのビジネス文化に触れることができました。また、ビ
ジネスの場はもちろん、日常のちょっとしたシーンでも、遠慮がちな
姿勢だと意見や要求を受け入れてもらえないことも実感。逆に英語
の表現が拙くても、物怖じせずに堂々と意思表示すれば、耳を傾け
てもらえます。英語の巧拙以前に、国際的なコミュニケーションに
おける大切な点を学ぶことができました。

ドバイ事務所へ海外研修に行きました。ドバイでは、社内の出張者のア
テンドや通訳、情報収集を行っていました。ドバイで開催された展示会
に出展したときは、ブースでお客様の案内などもして対外スキルを学び
ました。
また、サウジアラビアやアフリカのお客様の工場にお伺いし、実際に当
社の製品が使われているところを見学。製鉄所勤務ではわからないお
客様先での保管・使用方法を肌で感じ視野を広げられたことは、現在
の営業活動でも役立っています。

米国のニューヨーク事務所において、取引先の顧客訪問や各種会議
に同行し、またメキシコに駐在するスタッフのサポートとして、メキ
シコ分室の総務関連の業務に携わりました。JFEスチールの製品
を採用いただいているネジ製造会社を訪問した際、当社の製品の
クオリティの高さに信頼を置いているという言葉をいただき、誇ら
しく感じました。海外で自社製品が多く使用され、顧客の信頼を得て
いることを実感できたことは、仕事を行ううえでのモチベーション
になっています。また、ビジネスの場では雑談も含めて幅広い話題
が飛び交い、各人がそれぞれの意見を活発に交わしていた様子も
印象に残っています。さまざまなことに対する好奇心や探求心を持ち、
自分の考えを明確に持つことの重要性を感じました。

Column 国際ビジネスを学ぶ若手海外研修To Know
JFE STEEL 

韓国人学生の姿勢に刺激を受けて語学に励む。
▶ JFE Steel Korea Corporation
第2原料部 金属室　2014年入社　白濱 勇輝

スピード感やスマートさなど、文化の違いを実感。
▶ JFE Steel America, Inc.

営業総括部 生産総括室　2015年入社　小森 柳奈

製品の利用現場を見学。きめ細かな営業に活かす。
▶ JFE Steel Corporation, Dubai Office
厚板営業部 チタン・クラッド室　2016年入社　崔 俊海

国際的なビジネスの場を体感。
▶ JFE Steel America, Inc.
労政人事部 労政室　2016年入社　中平 凜

1年目

3年目

これまでのキャリアと
これからの目標

生産計画の策定や製品のデリバリー管理が倉敷薄板工程室
のミッションです。私が配属されたのは、製造設備のトラブル
が相次いだタイミングでした。このため、本格的に実務を担
当するようになったのは、まだトラブルの影響が残る秋から。
遅れが生じた生産計画の軌道修正に必死でした。エクセル
ベースの新しいフォーマットをつくり、半日がかりだった業務
を1時間程度でこなせるようにするなど、自分なりに工夫と
努力を重ねました。厳しい環境でしたが、少しずつ成功体験
を積み重ねることにより、社会人としての自覚と成長を感じ
始めました。

入社以来携わってきた生産管理を通し、工場の操業状況や
全社的な営業の動向も理解できるようになったので、この知
見を活かして、次は営業に挑戦してみたいと思います。営業で
も顧客から技術的な質問を受けることも多く、各商品の特徴
や生産能力・製造プロセスについても一定以上の知識が備
わっていれば、素早いレスポンスが可能。また、こちらから提
案するうえでも工場のことを知っていることは強みになると
思います。社内外を問わず「小森に任せれば大丈夫」と思って
いただけるような存在になることを目指したいですね。

営業統括部 生産総括室

西日本製鉄所 工程部 倉敷薄板工程室 
銑鋼・熱延グループ

全社の製造ラインを対象にした、生産計画と販売計画の策
定が担当業務です。本社へ異動後1年間は形鋼ライン、翌1
年間は電磁鋼板・電気亜鉛めっきラインの計画策定に従事
し、現在は溶融亜鉛めっき・電気亜鉛めっきラインを担当し
ています。他ラインの生産状況や全社の販売動向も視野に
入れる必要もあるため、コミュニケーション能力と俯瞰力が
必要です。経営方針にも影響のある職務ですから、プレッ
シャーがある分、やりがいも大きいと思います。

営業総括部 生産総括室
2015年入社　法学部

小森 柳奈

製品の特性や工程に関する
オーソリティとなって、
生産・販売の最大化を図る。

事務系若手社員を対象に、海外事務所での勤務を体験。語学力だけでなく、
グローバルビジネスに必要な異文化理解や視野の拡大を図ります。







Steel
JFE

〒100-0011 東京都千代田区内幸町二丁目2番3号（日比谷国際ビル）

会社概要

名称
JFEスチール株式会社 （英文名称：JFE Steel Corporation）

本社所在地
〒100-0011　東京都千代田区内幸町二丁目2番3号

設立
2003年4月1日

資本金
2,396億円

事業所
● 本社／東京
● 支社・支店所在地／札幌、仙台、名古屋、大阪、福岡など
● 海外事務所／ニューヨーク、ロンドン、北京、バンコック、
ニューデリーなど

● 製造拠点／東日本製鉄所（千葉・川崎）、西日本製鉄所（倉敷・福山）、
知多製造所、仙台製造所

● 研究開発拠点／千葉、川崎、半田、倉敷、福山、仙台
※各事業所の地図はコーポレートサイトをご覧ください。

▶JFEスチール Webサイト




